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「 過 去 の 克 服 」 から 「 プ ー チ ン 理 解者 」 追 及 へ  

― ― ウ ク ラ イ ナ 問 題 を 巡 る ド イ ツ の 思 想 状 況        

今 野 元 （ 愛 知 県 立 大 学 ） 

 

＜ 報 告 の 命 題 ＞  

１ ．政 治 思 想 研 究の 課 題 は 、思 想 内容 の 分 析 だ け で はな い 。そ の 思 想 が政

治 に ど の よ う な 影 響 を 与 え て い く か も 、 政 治 思 想 研 究 の 考 察 対 象 で あ る 。

そ の 意 味 で 、 政 治 史 研 究 と 政 治 思 想 史 研 究 と は 相 互 補 完 的 な 関 係 に あ る 。 

２ ．政 治 思 想 研 究の 課 題 は 、国 内 政治 思 想 の 分 析 だ けで は な い 。国 際 政治

思 想 は 、 政 治 思 想 研 究 の 重 要 な 課 題 で あ る 。 ナ シ ョ ナ リ ズ ム 思 想 研 究 は 、

国 際 政 治 思 想 研 究の 一 つ で あ る 。  

３ ．個 人 で あ れ 国家 で あ れ 、あ ら ゆる 主 体 は 歴 史 的 文脈 の な か に 存 在 して

い る 以 上 、そ れ らが み な 同 じ 価 値 判断 を す る こ と は あり 得 な い 。価 値 判断

は 、個 人 が 自 分 の置 か れ た 文 脈 に 照ら し て 行 う 決 断 であ り 、そ の 本 質 は情

緒 的 で あ る 。国 家の よ う な 団 体 の 場合 に は 、政 権 を 担っ て い る 者 、あ るい

は 政 治 に 参 画 す る権 利 の あ る 人 々 の価 値 判 断 が 、国 家 の価 値 判 断 と み な さ

れ る 。こ れ に 対 し「 普 遍 」的 価 値 論と は 、こ の よ う に価 値 判 断 の 主 体 が個

人 で あ る こ と を 否定 す る 、「 価 値 不 自由 」な 考 え 方 で ある 。「 普 遍 」的 価 値

論 と は 、正 し い 価値 は 一 つ で あ り 、そ れ を 選 択 の 余 地な く 全 人 類 が 信 奉す

る こ と を よ し と する 発 想 で あ る 。  

４ ．西 欧 的 価 値 が「 普 遍 的 価 値 」とみ な さ れ る 現 代 の国 際 世 界 は 、階 層的

秩 序 で あ る 。 西 欧的 ＝ 「 普 遍 」 的 価値 は 、 常 に 西 欧 諸国 で ヴ ァ ー ジ ョ ン ・

ア ッ プ さ れ て お り 、そ れ を 非 西 欧 諸 国が イ ン ス ト ー ル する と い う 構 図 は 変

わ ら な い（ ド イ ツは 、西 欧 的 ＝「 普遍 」的 価 値 の 学 習国 か ら 牽 引 国 へ と変

容 し た が 、そ れ でも 世 界 の 否 定 的 先入 観 を い ま も 拭 えず に い る 。日 本 もそ

う だ が 、多 く の 場合役 割 の 変 更 は 困 難で あ る ）。西 欧 諸 国の 一 部 勢 力 が 主 張

す る 価 値 が 、人 類に 対 し 普 遍 妥 当 性を 有 す る と み な され る 世 界 で は 、この

西 欧 的 ＝「 普 遍 」的 価 値 を 信 奉 し てい る か 否 か で 、個人 間 、国 家 間 に 階層

関 係 が で き る 。一旦 西 欧 的 ＝「 普 遍」的 価 値 へ の 帰 依に お い て 劣 る と みな

さ れ た 個 人 、国 家は 、あ ら ゆ る 面 で際 限 な い 否 定 的 先入 観 で 見 ら れ 、下位

に 位 置 付 け ら れ るこ と に な る 。そ の扱 い が 、否 定 さ れた 側 の 憤 激 、居 直り

を 生 む こ と も 少 なく な い 。自 由 が 不自 由 を 、平 等 が 不平 等 を 、寛 容 が 不寛

容 を 作 り 出 す と いう 構 図 が 、そ こ には あ る 。そ こ に こそ 、ナ シ ョ ナ リ ズム
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が 生 ま れ る 原 因 もま た あ る 。  

５ ． 世 界 大 戦 は こ の 階 層 秩 序 に お け る 不 満 の 爆 発 で あ り 、「 信 念 の 戦 争 」

（ G l a u b e n s k r i e g：ヴ ェ ル ナ ー・ゾ ン バル ト ）と し て 展 開 され て き た 。第 一

次 世 界 大 戦 、第 二次 世 界 大 戦 は 、西欧 的 ＝「 普 遍 」的価 値 を 掲 げ る 西 欧諸

国 に よ る 、日 独 討 伐の 戦 い と な っ た 。この 戦 争 を 通 じ て 、西欧 的 ＝「 普 遍 」

的 価 値 は 世 界 で 拡大・深 化 し 、日 独は 西 欧 諸 国 の 補 完勢 力・弟 子 の 扱 いと

な っ た 。東 西 冷 戦は 、西 欧 的 ＝「 普遍 」的 価 値 の な かで 自 由 を 重 視 す る自

由 主 義 ＝ 資 本 主 義圏 と 、平 等 を 重 視す る 社 会 主 義 圏 との 対 立 だ っ た 。この

二 項 対 立 は 、社 会主 義 圏 が 崩 壊 し たあ と 、勝 利 し た 自由 主 義 ＝ 資 本 主 義圏

の な か で 、米 流「 保守 と リ ベ ラ ル 」（ 佐々 木 毅 ）の 対 立 に 受け 継 が れ て い る 。  

６ ．ロ シ ヤ・ウ クラ イ ナ 戦 争 は 、第三 次 世 界 大 戦 の 天王 山 で あ る 。西 欧勢

力 は 、そ の 補 完 勢力 で あ る 日 本 も 含め 、ロ シ ヤ は 西 欧的 ＝「 普 遍 」的 価値

の 敵 、ウ ク ラ イ ナは 友 だ と み な し 、白 黒 図 式 で 見 る こと を 止 め な い 。それ

と は 合 わ な い 学 説、報 道 は 、登 場 して も 速 や か に 忘 却さ れ て い く 。こ の 戦

争 が ウ ク ラ イ ナ の勝 利 に 終 わ れ ば 、１ ９ １ ８ 年 、１ ９４ ５ 年 に 見 ら れ たよ

う な 、西 欧 的 ＝「普 遍 」的 価 値 の 地滑 り 的 な 拡 大・深化 が 、東 欧 の み なら

ず 世 界 で み ら れ るだ ろ う 。逆 に ロ シヤ が 勝 利 す れ ば 、西 欧 的 ＝「 普 遍 」的

価 値 の 権 威 が 揺 ら ぎ 、 西 欧 諸 国 と 対 峙 す る 勢 力 が 世 界 で 割 拠 す る だ ろ う 。 

７ ．熱 狂 的 ウ ク ライ ナ 支 援 派 の「 プー チ ン 理 解 者 」狩り も 、ウ ク ラ イ ナ支

援 懐 疑 派 の 及 び 腰も 、と も に 戦 後 ドイ ツ の 産 物 で あ る。前 者 は 、６ ８ 年世

代 の 系 譜 を 引 き 、「過 去 の 克 服 」の 論理的 延 長 上 で 国 内 外の 敵 を 攻 撃 し て い

る の で あ る 。後 者は 、二 度 の 戦 争 に敗 れ て 主 体 性 を 失い 、自 主 自 立 の 対外

政 策 を 行 う こ と が で き な く な っ た 戦 後 ド イ ツ 人 の 精 神 構 造 を 継 承 し て い

る 。  

 


